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東京都立三鷹中等教育学校ＰＴＡ会則(案) 

 

制定   昭和 31 年 4月  

改正   昭和 46年 1月 30日 昭和 56年 5月 20日 

昭和 61年 5月 14日 平成 08年 5月 18日 

平成 14年 5月 18日 平成 19年 5月 12日 

平成 20年 5月 10日 平成 21年 12月 19日 

平成 26年 5月 24日 平成 27年 4月 1日 

平成 28年 2月 27日 

 

 

 

 

 

 

 

＜第一章 総則＞ 

第１条 本会は任意加入の非営利団体であり、｢東京都立三鷹中等教育学校ＰＴＡ（以下、

本会とする）｣と称し、事務局を東京都立三鷹中等教育学校（東京都三鷹市新川

６－２１－２１）内におく。 

第２条 本会は次の諸項を活動目的とする。 

１．学校と家庭との連絡を密にして相互の理解を深め、学校教育・家庭教育の充実

向上をはかる。 

２．教育に関する会員の教養を高め、あわせて会員の福祉の増進と親睦を図る。 

第３条  本会はこれを営利的、宗教的、政治的に利用してはならない。 

第４条  本会は学校や関係機関に対して学校改善に関する意見や要望を述べることはで

きるが、教職員の人事には干渉しない。 

＜第二章 事業＞ 

第５条  本会は第２条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

１．生徒の教育に関する情報や意見の交換 

２．教育問題に関する会員の研修 

３．学校の教育活動に対する必要な援助 

４．会員の厚生福祉、および相互の親睦 

＜第三章 会員＞ 

第６条  

１．本会の会員は、本校に在籍する生徒の保護者とする。 

２．本校の教職員は、特別会員とする。 
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＜第四章 会計＞ 

第７条  

１．本会計の経費は会費、その他の収入をもってあてる。 

２．本会の会費は次のとおりとする。 

（１）保護者 年額４，０００円（ＰＴＡ保険費用４００円を含む） 

（２）特別会員については会費は徴収しない。 

（３）在校生２人目より会費を免除する。 

３．原則として会費の返還を行わない。 

第８条  本会の会計年度は 4月 1日に始まり翌年 3月 31日に終わる。 

＜第五章 役員および監査＞ 

第９条 本会に次の役員及び会計監査（以下役員と称す）を置く。 

１.会長 1名（保護者 1名） 

２.副会長 4名以上（保護者 2名以上・副校長 2名） 

３.書記 2名以上（保護者 2名以上） 

４.会計 2名以上（保護者 2名以上） 

５.監査 2名（保護者 2名） 

６.総務   必要に応じて置くことができる 

第１０条 役員の任期は定期総会から翌年の定期総会までの１年とする。再任を妨げな

い。 

第１１条 役員の選出と承認は次のとおりとする。 

１．役員候補者選考委員会は、来年度の役員候補者の推薦にあたり役員候補者を

決定する。 

（第６学年を除く） 

２．役員候補者選考委員会は上記役員候補者を総会に報告する。 

３．総会で承認を受けた役員候補者は次期役員となる。 

４．役員に欠員が生じたときは当年度の役員候補者選考委員会で候補者を決定し、

運営委員会の承認を得て会長が委嘱する。 

第１２条  役員の任務は次のとおりとする。 

１．会長は本会を代表し、会務を統括する。 

２．副会長は会長を補佐し、会長不在のときはその職務を代行する。 

３．書記は会務の議事を記録し、各種の会合の連絡を図る。 

４．会計は本会の会計全般の統括管理を行う。 

５．監査は本会事業が適正に逐行されるよう活動及び会計を監査する。 

＜第六章 総会＞ 

第１３条  総会は本会最高の議決機関であり、毎年度当初に開き次の事項を決定する。 

１．本部役員および運営委員の承認と決定 

２．収支決算承認及び新年度事業計画並びに予算の決議 

３．会務の報告 
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４．その他 

第１４条 総会は会員の４分の１（出席者と委任状）で成立し、その決議は出席者の過

半数の同意を必要とする。 

第１５条 多数会員の要求があった場合（会員の１０分の１）、その他必要と認めた時は、

会長は臨時総会を招集することができる。 

＜第七章 運営委員会、役員会＞ 

第１６条 運営委員会は役員および運営委員で構成し、会務は次のとおりとする。 

１．総会に次ぐ議決機関として本会の運営全般に関する事項を審議する。 

２．本会全般の事業計画案の作成をする。 

３．各委員会等の事業計画の管理・監督を行う。 

４．予算案の作成及び予算執行全般に携わる。 

第１７条 役員会は監査をのぞく役員で構成し、会務は次のとおりとする。 

１．運営委員会を開催し、会務を進行する。 

２．各委員会との連絡調整をする。 

３．外部団体等への対応をする。 

４．その他、本会の運営に必要なことを行う。 

第１８条 役員会および運営委員会は、必要に応じ臨時に開催し会務の重要案件につい

て審議する。 

＜第八章 委員会＞ 

第１９条 本会は次の委員会を設ける。 

１．①各学年委員会  

②広報委員会  

③ＰＴＡ行事委員会  

④役員候補者選考委員会 

２．前項会議のほか、必要に応じて運営委員会の承認を得て各特別委員会を設け

ることができる。 

第２０条 学年委員会は、学年ごとに委員及びＰＴＡ担当教職員で構成される。 

第２１条 広報委員会は、広報委員とホームページ管理人で構成される。 

第２２条 ＰＴＡ行事委員会は、ＰＴＡ行事委員とその行事を担当する学年委員で構成

される。 

第２３条 役員候補者選考委員会は、独立した組織とする。 

＜第九章 委員＞ 

第２４条 委員会細則に基づき、次の委員を選出する。 

１． 学年委員   

２．広報委員 

３．ホームページ管理人 

４．ＰＴＡ行事委員 

５．役員候補者選考委員 
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第２５条 委員及び各委員代表の任務は次のとおりとする。 

１．学年委員は担任と連携して学級または学年の会合、行事等の企画運営を行う。

学年委員代表は学年委員会を統括する。また、学年委員代表はＰＴＡ行事委

員会の各代表を兼務する。 

２．広報委員は広報誌とホームページを活用して学校およびＰＴＡ活動の広報に

努める。広報委員代表は広報委員会を統括する。 

３．ホームページ管理人は広報委員とホームページの企画・管理・運営を行う。 

４．ＰＴＡ行事委員は各学年委員とともに担当するＰＴＡ行事の企画運営に当た

る。代表は各学年委員会の代表が兼務し、担当行事の運営を統括する。 

５．役員候補者選考委員は来年度の本部役員候補者の推薦にあたる。原則として、

2月の運営委員会までに本部役員候補を推薦する。役員候補者選考委員代表は、

役員候補者選考委員会を統括する。 

６．ＰＴＡ担当教職員は学校の代表として本会の円滑な運営に携わる。 

第２６条 本会に顧問をおく。 

１．顧問は校長があたる。 

２．顧問はすべての会議に随時出席し、意見を述べることができる。 

＜第十章 施行細則・規程の制定および変更＞ 

第２７条 本会の運営に必要な次の規程および細則は別に定める。 

１．慶弔規程 

２．会計規程および細則 

３．委員会細則 

第２８条 規程および細則は、運営委員会で定める。 

第２９条 運営委員会は、規程および細則を制定または変更したとき、その後開催の総

会に報告しなければならない。 

＜第十一章 付則＞ 

第３０条 会則の改正は総会において出席者の 3分の 2以上の賛成を必要とする。 

第３１条 本会則は昭和 46年 1月 30日より施行する。 

第３２条 本会則は昭和 56年 5月 20日より施行する。 

第３３条 本会則は昭和 61年 5月 14日より施行する。 

第３４条 本会則は平成 8年 5月 18日より施行する。 

第３５条 本会則は平成 14年 5月 18日より施行する。 

第３６条 本会則は平成 19年 5月 12日より施行する。 

第３７条 本会則は平成 20年 5月 10日より施行する。 

第３８条 本会則は平成 27年 4月 1日より施行する。 

第３９条 本会則は平成 28年 2月 27日より施行する。 

 

 


